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W17a ASTRO-H衛星搭載軟ガンマ線検出器 (SGD)の開発現状
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ASTRO-H衛星搭載軟ガンマ検出器 (SGD)は、硬X線から軟ガンマ線に至るエネルギー領域の観測を担う。狭
視野のコンプトンカメラのコンセプトに基づき、コンプトン運動学の制限をバックグランド除去に使用し、低バッ
クグランド、高感度観測を達成する。コンプトンカメラは、シリコン半導体とテルル化カドミウム半導体からな
り、読み出しに高機能の低雑音 LSIを採用し、エネルギー分解能とコンパクトさを追求している。コンプトンカ
メラのまわりには、BGOシンチレータが配置され、目標天体以外のガンマ線、宇宙線起因のバックグランドを低
減させる。
2014年の打ち上げを目指し、現在、衛星搭載形態と同じ試作機における環境試験、性能確認試験を行っている。

それらの結果を基に、最終設計を固め、衛星搭載品の製作を順次開始するところである。本講演では、試験の結
果を中心に開発、研究状況の全容を報告する。また、試作機の動作試験で得られたデータにもとづき進めている
観測精度向上に向けた解析手法の研究についても報告する。


